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特
集

施
政
方
針

人
事

桂
川
町
役
場
で
は
、
３
月
末
に
12
人
（
定

年
退
職
５
人
、
退
職
勧
奨
７
人
）
の
職
員

が
退
職
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
平
成
20
年
度
の
新
規
採
用
職

員
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
を
含
め
４
人
の

採
用
を
行
う
予
定
で
す
。

町
の
将
来
を
担
う
職
員

の
研
修
・
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
機
能

的
・
効
率
的
な
職
場
の

体
制
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

は
じ
め
に

町
長
に
就
任
以
来
、
信
頼
の
回
復
と
元
気
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
財
政
の
安
定

化
を
図
り
、
福
祉
・
教
育
・
生
活
環
境
の
充
実
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
の
基
本
理
念
の
も
と
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
夢
や
希
望
が
語
り
合
え
る
町
を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

機
構
改
善

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
税
な
ど
の

徴
収
業
務
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
現
在
の
住
民
課
か
ら
税
務
業
務

を
分
離
し
、
新
た
に
税
務
課
を
設
置

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
課
は
、
課
の
名

称
に
福
祉
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
住
民
福
祉
の
観
点
か
ら
健
康
福

祉
課
に
名
称
を
変
更
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

機
構
改
善
の
一
環
と
し
て
、
隣
保
館

業
務
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
隣
保
館
で
行
っ
て
い
た
同
和
対

策
事
業
を
、
他
の
関
係
各
課
に
移
行

し
ま
す
。
そ
し
て
、
隣
保
館
事
業
と

社
会
教
育
課
の
人
権
・
同
和
教
育
係

と
を
統
合
し
、
隣
保
館
を
人
権
教
育
・

人
権
啓
発
等
の
拠
点
施
設
と
し
て
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
は
、
現
在
各

課
で
行
っ
て
い
ま
す
「
工
事
関
係
業

務
」「
契
約
業
務
」「
徴
収
業
務
」
な

ど
の
事
務
統
合
に
つ
い
て
、
検
討
協

議
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
平
成
21
年
度
以
降
に
お
け
る
行

政
機
構
の
ス
リ
ム
化
と
事
務
事
業
の

効
率
化
を
、
よ
り
一
層
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
月
７
日
か
ら
19
日
ま
で
行
わ
れ
た
３
月
定
例
議
会
。
井
上
町
長
の

「
施
政
方
針
」
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。



特
集　

施
政
方
針

県
立
嘉
穂
総
合
高
校

福
岡
県
立
嘉
穂
総
合
高
等
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
月
中
に
引
っ
越
し
が
終
り
、

い
よ
い
よ
４
月
か
ら
桂
川
町
に
移
転
開
校

い
た
し
ま
す
。

新
し
い
高
校
の
開
校
に
伴
い
、
県
立
高
校

が
あ
る
町
と
し
て
高

校
側
と
連
携
を
密
に

し
、
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
相

乗
効
果
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

宅
地
分
譲

旭
ケ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
末

現
在
で
２
区
画
に
予
約
が
入
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
宅
地
の
販
売
は
、
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

今
後
と
も
、
販
売
方
法
や
土
地
に
関
係
す

る
状
況
を
十
分
協
議
検

討
す
る
と
と
も
に
、
先

進
事
例
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
販
売
の
促

進
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

桂
川
駅
周
辺
整
備
計
画

こ
れ
ま
で
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
開

発
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
減
歩
率
や
事

業
費
な
ど
の
問
題
が
大
き
な
障
害
と
な
り
、

現
実
的
に
実
施
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
ま
で
桂
川
駅
周
辺
開
発

計
画
を
一
度
清
算
し
て
、
実
現
可
能
な
計

画
を
検
討
す
る
た
め
の

委
員
会
を
設
置
し
、
新

た
な
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

健
康
と
医
療

本
町
に
と
っ
て
健
康
と
医
療
に
関
す
る
取

り
組
み
は
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
健
康
づ
く

り
推
進
委
員
会
を
中
心
に
ド
ク
タ
ー
や
有

識
者
、
関
係
団
体
な
ど
の
協
力
を
求
め
、

本
町
の
実
情
に
即
し
た
、
本
町
独
自
の
具

体
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
、
町

と
し
て
の
指
針

を
定
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
４
月

か
ら
新
た
な
制
度
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ

ま
す
。
被
保
険
者
の
方
が
、
病
院
等
で
受

診
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
に
保
険
料
が
賦

課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
広
報

け
い
せ
ん
」
な
ど
を
通
し
て
、
今
後
と
も

周
知
・
啓
発
に

努
め
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

福
祉
関
係

福
祉
関
係
に
お
き
ま
し

て
は
、「
障
害
者
福
祉

計
画
」「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
行
動
計
画
」

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
の
３
つ
の
計
画
期

間
が
20
年
度
で
終
了

す
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
次
期
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

昨
年
の
４
月
に
新
設
し
た
高
齢
者
女
性
係

を
窓
口
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

条
例
の
制
定
や
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
関
係
団
体
や
有
識
者
に
よ
る
「
男
女

共
同
参
画
懇
話

会
」
を
立
ち
上

げ
、
本
町
の
実
情

に
あ
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

農
業

本
町
の
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
農
産
物
の
価
格
の

低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
19

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
品
目
横
断
的
経
営

安
定
策
は
、
農
家
の
強
い
非
難
を
受
け
見

直
し
を
迫
ら
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
に
対
す

る
根
本
的
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

３頁	 平 20. 広報けいせん ４月	



特
集

施
政
方
針

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
事
業

平
成
20
年
度
当
初
予
算
で
は
、
平
成
17
年
度
と

比
較
し
て
約
１
３
６
０
万
円
の
歳
出
の
抑
制
を

図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
赤
字
解
消
は
見
込
め
て

い
な
い
状
況
で
す
。収
入
の
増
を
図
る
た
め
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
件
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
拡
大
な
ど

難
し
い
課
題
が
あ
り
、
事
業
所
の
存
続
の
可
否

も
含
め
検
討
す
べ

き
時
期
に
き
て
い

る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

地
域
支
援
事
業

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域
支
援
事
業

は
、
現
在
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
通
所
型

介
護
予
防
事
業
に
加
え
、
健
康
体
操
教
室
や

介
護
予
防
教
室
を
新
た
に
開
設
す
る
な
ど
、

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
特
定
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
保
健
師

等
に
よ
る
訪
問
指
導

を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
活
改
善
へ
の

動
機
づ
け
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

現
在
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
り

ま
す
が
、
本
来
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
独

立
し
た
法
人
格
を
持
っ
て
お
り
、
現
状
に

は
な
じ
ま
な
い
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
桂
寿
苑
に
移
転
し
た
い
と
い

う
希
望
が
出
て
お
り

ま
す
の
で
、
平
成
20

年
度
か
ら
の
移
転
に

向
け
て
、
そ
の
準
備

を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

学
校
教
育

児
童
生
徒
の
規
範
意
識
を
高
め
、
豊
か
な

心
を
育
み
、
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
幼
小

中
の
連
携
を
深
め
、
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
を
基
本
に
お
い
て
、

事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
教

育
環
境
の
整
備
充
実

を
図
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
指
導
総
合
連
携
推
進
事
業

２
年
間
の
指
定
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
受
け
継
ぎ
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
児

童
生
徒
や
先
生
た
ち
が
授
業
に
集
中
で
き

る
環
境
を
作
り
、

学
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
学
習

意
識
を
高
め
て

い
た
だ
き
た
い

と
念
願
し
て
い

ま
す
。

☞ 平成 20 年度予算

一般会計      ４６億２０３７万８千円

特別会計      ２２億２５５９万８千円

６８億４５９７万６千円

【コメント】平成 20 年度の一般会計と特別会計の合計

総額は、68 億 4597 万 6 千円です。一般会計は 46 億

2037 万 8 千円で前年と比べると、4.2％の減少となり

５年連続の緊縮予算となりました。

☞☞ 一般会計の歳入

町税　	 11 億 3925 万 7 千円	 （1.1％減少）

地方交付税　	19 億 4482 万 1 千円	 （0.7％増加）

基金繰入金　	 7465 万 6 千円	 （70.7％の減少）

【コメント】基金繰入金の減少幅が大きいのは、地方債

の繰上償還（鉱害復旧かんがい排水施設維持管理基金の

運用）と人件費の抑制によるものです。

☞☞☞ 一般会計の歳出

社会補償関係経費　	11 億 3925 万 7 千円	（4.3％増加）

職員人件費　	 9 億 1544 万 2 千円	 （9.9％減少）

公債費　	 6 億 3890 万 3 千円	（21.9％減少）

【コメント】公債費の減少幅が大きいのは、地方債の繰

上償還によるものです。また職員人件費の減少は、平成

20 年３月末に職員等（12 人）の退職、及び新規採用（４

人）に伴うものとなっています。

☞ 昨年と比べてどうなの？

比較で見る新年度予算

check	1

check	2

check	3

平 20. 広報けいせん ４月	 ４頁



特
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施
政
方
針

ゴ
ミ
対
策

飯
塚
市
桂
川
町
衛
生
施
設
組
合
に
お
い
て

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
収
集
お
よ

び
分
別
方
法
な
ど
に
つ
い
て
新
た
に
調
整

を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
21
年
度
の
実

施
に
向
け
て
、
飯
塚

市
と
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

桂
川
町
体
育
協
会

昨
年
の
７
月
に
発
足
し
ま
し
た
体
育
協
会

は
、
20
年
度
が
１
年
間
を
通
じ
た
初
め
て

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
主
運

営
を
基
本
に
運
営
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会

と
文
化
連
合
会
の
両
輪
が

本
格
的
に
動
き
出
す
こ
と

に
よ
り
、
本
町
に
と
っ
て

住
民
主
導
に
よ
る
町
づ
く

り
が
大
き
く
前
進
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

親
子
の
つ
な
が
り
や
子
ど
も
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
の
大
切
さ
を
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
通
し
て
体
験
し
て
い
た
だ
く
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
を
本
年
の
４
月
２
日
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
齢
ご
と
に
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
図
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
８
月
の
４
カ
月
健

診
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

社
会
教
育

社
会
教
育
の
基
本
は
生
涯
教
育
に
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、高
齢
者
向
け
の「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

を
は
じ
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、「
夢
・
人
・
未
来
塾
」
の
取
り
組
み
の

充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

学
校
を
は
じ
め
子
ど
も
会
・

婦
人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域

の
教
育
力
の
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

現
代
の
情
報
社
会
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
ま
さ
に
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ

け
る
ほ
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
20
年
度
に
お
い

て
全
面
的
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
や
り
直

し
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

税
の
収
納
対
策

本
町
に
と
っ
て
自
主
財
源
で
あ
る
税
収
・

公
共
料
金
の
確
保
は
重
要
課
題
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
管
理
職
を
中
心
と
し
た
特
別

徴
収
班
を
設
け
て
活
動
を
促
進
お
よ
び
税

収
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
税
の
公
平
負
担
の
た

め
に
も
悪
質
な
滞
納
者

に
対
す
る
法
的
措
置
を

含
め
、
総
合
的
な
収
納

対
策
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
ま
す
。
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スポーツ大会

指 導 者　スコット（アメリカ出身）

代 表 者　武本　昌己（☎２８・６２３９）

活 動 状 況　４月 14 日〜３月の第 2・4 土曜日　 

　　　　  　９時 30 分〜 11 時

会 費 等　月額５００円

ペタンクを楽しもう！
日時　５月 11 日（日）　９時（開会式）
場所　全天候型ゲートボール場
対象　町内在住または勤務者

桂川町ゲートボール大会
日時　６月１日（日）　9 時 開会式
場所　全天候型ゲートボール場
対象　町内居住者

分館対抗バレーボール大会
日時　６月 15 日（日）　8 時 30 分開会式
場所　総合体育館・各学校体育館
対象　各分館の女性（中・高生は除く）

アジャタ大会
日時　７月 13 日（日）　９時 開会式
場所　総合体育館
対象　町内居住または勤務者

ときめきウォーク in けいせん
日時　10 月 12 日（日）　9 時 開会式
場所　桂川町内
対象　広報８月号で掲載予定

分館対抗ソフトボール大会
日時　10 月 26 日（日）　8:30 開会式
場所　総合グラウンド　ほか
対象　各分館の 40 歳以上の男性

桂川町グラウンド・ゴルフ大会
日時　11 月８日（土）
場所　グラウンド・ゴルフ場
対象　オープン参加

バドミントン大会
日時　２月１日（日）　9:00 開会式
場所　総合体育館
対象　オープン参加

桂川町卓球大会
日時　３月８日（日）　9:00 開会式
場所　総合体育館
対象　オープン参加

平 20. 広報けいせん ４月	 ６頁

☞　各施設で行われているサークルなどを紹介します
☞　申し込みは各代表者にお電話か直接会場へどうぞ　　　　サークル・教室・講座　会員募集

開 催 日　５月〜２月　原則第３火曜日（月１回）

内 　 容　教養コース・専門コース（園芸・習字・民謡・陶芸）

対 象 者　町内居住者で４月１日現在 60 歳以上の方　

募 集 期 間　４月 18 日（金）まで

ことぶき大学講座

講座紹介 ①（住民センター　☎ 65・2007）2

開催日　４月 26 日～３月 28 日（10 月は休講）

対象者　桂川町民

ふるさと講座

講座紹介 ②（王塚装飾古墳館　☎ 65・2900）3

開 催 日　６月３日〜７月 15 日の毎週火曜日

　　　　　 17 時 30 分〜 19 時 30 分

場 所　桂川東小学校体育館

対 象 者　町内在住の小学４・５・６年生

持 参 品　タオル・屋内用シューズ・水筒等

ミニバスケットボール教室

教室（総合体育館　☎ 65・5145）4

新しいサークルです。よろしくお願いします。

e w  

Ｎ

指 導 者　寺井　安江

代 表 者　大谷　典子（☎ 65・1339）

活 動 状 況　毎週水曜・金曜日

　　　　　  13 時 30 分〜 15 時 30 分

会 費 等　月額５００円

寺井歌謡教室

S　ports

英会話サークル

体育指導委員会 主催

教育委員会 主催

体育協会 主催

体育指導委員会・教育委員会 主催

体育指導委員会 主催

体育協会 主催

グラウンド・ゴルフクラブ 主催

体育協会 主催

体育協会 主催



01

02

03

04

05

若宮会（民謡）

指導者　若宮　秀夫

代表者　片岡　セイ子 ( ☎ 65･4109)

活動日　第２・４火曜日

　　　　13 時〜 15 時

会費等　月額３，０００円

茶道（表千家）

指導者　田中　壽子

代表者　田中　壽子 ( ☎ 65･0083)

活動日　第１・２・３火曜日

　　　　17 時〜 19 時

会費等　月額３，０００円

桂謡会（謡曲）

指導者　小島　典生

代表者　神﨑　信哉 ( ☎ 65･0445)

活動日　毎週水曜日

　　　　19 時〜 21 時

会費等　月額２，０００円

俳句会

指導者　大庭　土筆

代表者　藤田　光久（☎ 65･1753）

　　　　小林　優子（☎ 65･1134）

活動日　第３木曜日

　　　  12 時〜 16 時

会費等　１回１，０００円

青山会（詩吟）

師　範　有吉　嶺嵐

代表者　橋本　ハル子（☎ 62･4745）

　　　　諌山　直子（☎ 65･0022）

活動日　毎週木曜日（週１回）

14 時〜 16 時（曜日・時間等

はご相談ください）

会費等　会　費	 ５００円
  　　　月　額	３，０００円

06

07

08

09

ひまわり（コーラス）

指導者　緒方　園美

代表者　松尾　和子（☎ 65･2196）

活動日　毎週木曜日

  　　　19 時 30 分〜 21 時

会費等　月額２，０００円

籐手芸サークル

指導者　深谷　喜代美

代表者　河原　好子（☎ 65･1751）

活動日　毎週木曜日

　　  　19 時 45 分〜 21 時 45 分

会費等　月額３，０００円

　　　　材料代　自費

着付け教室

指導者　井上　美奈子

代表者　八尋　佐喜夫

　　　　 0120･70･5020

活動日　毎週月曜日

13 時〜 15 時（曜日・時間等

はご相談ください）

会費等　無料

大正琴

指導者　吉住　和代
代表者　吉住　和代（☎ 65･2796）
活動日　毎月２回の水曜日教室と金

曜 日 教 室　10 時 30 分 〜
12 時 30 分（どちらかご希望

の教室を選んでください）

会費等　入会金２，０００円
　　　  月　額３，０００円

10

11

12

13

14

桂寿会（民謡）

指導者　矢野　一声

代表者　武井　ミチ子 ( ☎ 65･0968)

活動日　毎週金曜日

  　　　19 時〜 21 時

会費等　会費３，５００円

囲碁クラブ

指導者　下川　安美

代表者　中野　吉和（☎ 65･0346）

活動日　毎週土曜日 13 時〜 17 時

　　　　囲碁大会（毎月第４日曜日）

会費等　入会金１，０００円

短歌会

指導者　矢野　京子

代表者　神﨑　鈴子（☎ 65･0511）

活動日　第１・第４日曜日

　　　　13 時〜 16 時

会費等　会費１，５００円

韓国語サークル

指導者　金　美英
代表者　金　美英
　　　　☎ 090･3798･0887
活動日　毎週火曜日 ･ 金曜日
火曜日 10 時 30 分〜 12 時
金曜日 18 時〜 19 時 30 分
会費等　月額３，０００円

体操教室（自力整体）

指導者　荒牧　由紀美
代表者　伊藤　和恵（☎ 65-1275）
活動日　毎週木曜日
　　　  20 時〜 21 時 30 分
会費等　１回１，０００円（月４回）

７頁	 平 20. 広報けいせん ４月	

　　　　サークル・教室・講座　会員募集
平成 20 年度

サークル紹介（住民センター　☎ 65・2007）1



１２３
　
　

監
査
の
対
象

　

各
課
等
に
お
け
る
平
成
18
年
度
か
ら

19
年
度
一
部
の
財
務
等
に
関
す
る
事
務

の
執
行
状
況
で
す
。

　
　

監
査
の
結
果

　

事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
一
部
不
適

切
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
よ
う

に
検
討
・
改
善
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
　

　
　

検
討
・
改
善
事
項
及
び
回
答
（
要
点
）

① 

水
中
ポ
ン
プ
の
管
理
に
つ
い
て
〔
産

業
振
興
課
（
平
成
19
年
５
月
23
日
）〕

　

平
成
６
年
渇
水
対
策
と
し
て
水
中
ポ

ン
プ
一
式
（
価
格
１
、０
３
６
、１
８
０

円
、
重
さ
約
１
０
０
㎏
、
長
さ
約
２
ｍ
）

を
購
入
し
使
用
後
、
土
師
浄
水
場
に
保

管
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
浄
水
場
の
倉
庫
整
理
の
際
、

保
管
に
制
約
を
受
け
、
当
時
購
入
し
た

業
者
に
一
時
保
管
・
管
理
し
て
も
ら
い
、

現
在
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
管

理
が
不
適
切
で
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
19
年
６
月
27
日
）

　

水
中
ポ
ン
プ
は
、
平
成
19
年
6
月
ま

で
に
役
場
倉
庫
に
搬
送
し
、
役
場
内
倉

庫
に
お
い
て
備
品
と
し
て
管
理
し
て
い

き
ま
す
。

② 

自
動
販
売
機
設
置
の
電
力
料
金
に
つ

い
て
〔
社
会
教
育
課
（
平
成
19
年
６
月

７
～
８
日
）〕

　

各
会
社
ご
と
に
、
自
動
販
売
機
設
置

の
電
力
量
料
金
の
単
価
等
が
、
異
な
っ

て
当
町
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。
当
町
が
、

主
動
的
に
「
電
力
量
料
金
の
単
価
等
」

を
示
す
べ
き
で
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
19
年
7
月
20
日
）

本
町
と
し
て
各
自
動
販
売
機
設
置
業
者

に
電
気
使
用
料
金
を
設
定
し
統
一
し
ま

し
た
。　
　

③ 

補
助
金
の
交
付
の
手
続
き
に
つ
い
て

〔
住
民
課
（
平
成
19
年
７
月
18
日
）〕

　

補
助
金
交
付
申
請
書
を
受
理
後
、
交

付
決
定
の
通
知
を
行
わ
ず
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
の
は
、
不
適
当
で
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
19
年
８
月
６
日
）

　

今
後
は
、
桂
川
町
補
助
金
等
の
交
付

に
関
す
る
規
則
を
厳
守
し
、
補
助
金
の

交
付
を
い
た
し
ま
す
。

④ 

室
の
使
用
料
の
算
出
に
つ
い
て
〔
健

康
づ
く
り
課
（
平
成
19
年
11
月
６
日
）〕

　

桂
寿
苑
で
冷
房
１
時
間
30
分
の
使
用

に
お
い
て
、
使
用
料
１
０
０
円
／
１
時

間
×
1.5
時
間
と
し
て
使
用
料
を
算
出
し

て
い
る
が
、
条
例
に
「
使
用
時
間
が
１

時
間
未
満
の
と
き
は
、
１
時
間
と
見
な

す
。」
と
あ
り
間
違
い
で
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
19
年
12
月
17
日
）

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
事
務
処
理
を
行
い
ま
す
。

⑤ 
桂
川
中
学
校
、
桂
川
小
学
校
に
お
け

る
火
災
報
知
機
に
つ
い
て
〔
学
校
教
育

課
（
平
成
19
年
11
月
14
～
15
日
）〕

　

火
災
報
知
機
の
一
部
が
破
損
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
安
全
に
係
る
事
項

な
の
で
、
早
急
に
修
理
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
19
年
12
月
５
日
）

　

早
急
に
修
繕
等
の
措
置
を
し
、
児
童
、

生
徒
に
対
す
る
「
物
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
に
つ
い
て
の
指
導
を
学
校
へ
依
頼

し
ま
す
。

⑥ 

Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
の
使
用
に
つ
い
て
〔
保

険
環
境
課
（
平
成
20
年
１
月
16
日
）〕

　

ご
み
指
定
袋
を
購
入
し
た
際
、
業
者

か
ら
１
ケ
月
分
の
消
費
税
込
み
の
請
求

額
と
Ｐ
Ｃ
に
自
動
表
示
さ
れ
る
消
費
税

込
み
の
費
用
額
が
相
違
す
る
た
め
、
Ｐ

Ｃ
ソ
フ
ト
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
な

い
の
で
、
改
善
が
必
要
で
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
20
年
2
月
15
日
）

　

Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
1
月
28

日
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
終
了
し
、
デ
ー

タ
ー
が
的
確
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

⑦ 

文
書
の
確
認
に
つ
い
て
〔
総
務
課
（
平

成
20
年
1
月
17
日
）〕

　

通
勤
届
の
決
裁
印
漏
れ
及
び
扶
養
親

族
認
定
申
請
書
の
勤
務
課
名
に
お
い
て
、

旧
勤
務
課
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
注
意

を
要
し
ま
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
20
年
1
月
31
日
）

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
生
じ

な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

平 20. 広報けいせん ４月	 ８頁

定
期
監
査
の
結
果
公
表
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
９
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
定
期
監
査
の

結
果
を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日　
　

桂
川
町
監
査
委
員　
　

松
隈　

英
之
助

長
瀬　

俊　

夫

監
査
公
表

Kansa kouhyou

平
成
19
年
度

問
合
先　

監
査
委
員
事
務
部
局
（
☎
６
５
・
１
１
３
６
）

 平成１９年度定期監査の結果



「
地
域
の
皆
様
方
へ
」

　

今
ま
さ
に
春
た
け
な
わ
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
入
学
や
進
級
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
核
家
族
化
・
少
子
化
の
進
む

中
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め
に
は
、

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
や
家
庭

と
の
連
携
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
に
、「
教

育
」
に
つ
い
て
更
に
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
同
時
に
桂
川
町
の
教
育
に
つ
い
て

よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
家
庭
教
育
が
最

も
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
・
・
。

　

そ
こ
で
、
本
年
度
か
ら
、
広
報
「
け
い

せ
ん
」
に
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
な

が
ら
、
教
育
委
員
会
の
取
組
や
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
に
つ
い
て
、

毎
月
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
教
育
問
題
や
教
育

情
報
等
に
つ
い
て
も
広
く
お
伝
え
し
、

皆
様
方
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
！
」

を
あ
い
言
葉
に
、
お
互
い
手
と
手
を
取
り

合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
届
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」「
し
て
よ
い

こ
と
、
悪
い
こ
と
の
判
断
が
で
き
る
」「
自

分
の
将
来
に
対
し
て
夢
や
希
望
を
持
っ
て

努
力
で
き
る
」
子
ど
も
た
ち
を
、
皆
さ
ん

の
手
で
育
て
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

  

桂
川
町
の
皆
様
、
本
町
の
教
育
に
つ
い

て
よ
ろ
し
く
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

本
町
は
２
年
間
に
わ
た
り
、
国
立
教
育

政
策
研
究
所
の
研
究
委
嘱
を
受
け
、
生
徒

指
導
総
合
連
携
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

  

本
事
業
は
、
学
校
、
家
庭
・
地
域
、
関

係
機
関
や
団
体
等
が
協
力
し
合
い
「
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
桂
川
の
子
ど
も
」
を
育

て
て
い
く
た
め
の
取
組
や
連
携
の
在
り
方

を
研
究
・
実
践
し
て
い
く
も
の
で
し
た
。

　

確
か
な
学
力
の
向
上
と
豊
か
な
心
を
育

む
た
め
に
、
学
校
が
中
心
と
な
り
な
が
ら

も
、
家
庭
や
地
域
に
対
し
て
情
報
を
発
信

し
た
り
、
共
通
認
識
の
も
と
で
児
童
生
徒

の
教
育
に
あ
た
ろ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と
も
、
情
報

連
携
・
行
動
連
携
を
行
い
な
が
ら
、
健
全

育
成
の
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
児
童
生
徒
は
以
前
と
比
較
し

て
落
ち
着
い
た
状
況
で
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
本
町
独
自
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

全
国
に
紹
介
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。

  

本
事
業
は
終
了
し
ま
す
が
、「
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
桂
川
の
子
ど
も
」
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町

全
体
で
教
育
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い
う

大
き
な
波
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

２
年
間
の
成
果
と
課
題
を
十
分
に
検
討

し
、
新
事
業
の
内
容
・
取
組
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

桂川町教育委員会
教育長　佐谷千香子

家　

庭

家　

庭

地域・関係機関・団体

生徒指導総合連携推進協議会

授業部会
（社会で通用する学力の育成）

・学力向上

・授業改善
＜コミュニケーション活動＞

心をはぐくむ部会
（規律意識を高める）

・道徳・特別活動
・体験活動

・人間関係づくり

地域連携部会
（家庭や地域との連携の推進）

・町内ネットワーク
・サポートチーム

学 

校
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生
徒
指
導
総
合
連
携
推
進
事
業
を
終
え
て　
　
　

‐
教
育
長 

佐
谷
千
香
子

学校の“今”を発信！　　「教育情報　桂川っ子」連載開始
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）

      

教
育
情
報
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桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

現
在
、
役
場
で
は
、
午
後
5
時
15
分
で
業
務
を
終
了
し
て
い

ま
す
が
、
毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
一
部
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
木
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
閉
庁

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

来
庁
さ
れ
る
際
に
は
、
時
間
延
長
す
る
関
係
課
へ
、
内
容
等

に
つ
い
て
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時
間
延
長
を
行
う
課

① 

住
民
課
（
☎
６
５
・
３
３
０
１
）

② 

保
険
環
境
課
（
☎
６
５
・
１
０
９
７
）

③ 

建
設
課
（
☎
６
５
・
３
３
３
０
）　

④ 

水
道
課
（
☎
６
５
・
３
２
４
１
）

⑤ 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
（
☎
６
５
・
１
１
４
９
）

1

利
用
者
が
１
０
０
人
を
突
破

窓
口
業
務
の
一
部
延
長

赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
広
げ
た
い

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
開
始

３

　

桂
川
町
で
は
平
成
20
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
８
月
か
ら
開
始
し
ま

す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、絵
本
を
通
し
て
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
が
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
時
間
を
持
て

る
よ
う
に
、
き
っ
か
け

3

3

3

3

を
作
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

事
業
の
内
容
は
、
健
康
づ
く
り
課
が
ひ
ま
わ
り

の
里
で
実
施
し
て
い
る
乳
児
健
診
の
時
に
、
図
書

館
職
員
や
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
、
赤
ち
ゃ

ん
（
４
カ
月
児
を
対
象
）
と
保
護
者
に
絵
本
を
手

渡
し
、
絵
本
を
開
く
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
で
は
、
絵

本
を
通
し
て
保
護
者
同
士
が
出
会
い
、
気
軽
に
話

し
合
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
は
１
９
９
２
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
基
金
団
体

「
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
、
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
の
楽
し
く
あ
た
た
か
い
時
間
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

問
合
先　

桂
川
町
立
図
書
館

　

☎
６
５
・
４
９
４
６

　

桂
川
町
役
場
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
課
の
一
部
の
名
称
な
ど

を
変
更
し
ま
し
た
。
変
更
に
な
っ
た
課
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
課
の
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
す
】

　
　

健
康
づ
く
り
課　

↓　

健
康
福
祉
課
（
☎
６
５
・
０
０
０
１
）

【
１
つ
の
課
が
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
】

　
　

 

住
民
課　
　
　

住
民
課
（
☎
６
５
・
３
３
０
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

税
務
課
（
☎
６
５
・
１
０
７
６
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

課
の
名
称
等
の
一
部
変
更

２

多くの人が赤ちゃんと一緒の時間を過ごし、愛情に満ちた「ことば」を語りかけることで、
赤ちゃんは自分がとても大切にされ愛されていることを知り、喜びを感じます。絵本はこ

のような時を、ごく自然に作り出すことができます。（NPO 法人ブックスタート資料より）

BOOK START Q&A

疑問１　なぜ赤ちゃんなの？

　　絵本を読むのではなく、大

好きな人と一緒に、その楽しい

ひと時を「分かち合う」、この

ことをできるだけ早く赤ちゃん

や保護者に届けたいからです。

疑問２　なぜ絵本なのか？

　 絵本はだれもがごく自然に、

赤ちゃんのとなりでやさしい言

葉を語りかけることができる手

立てになります。

ブックスタートの疑問

平 20. 広報けいせん ４月	10 頁



内 訳 前月比 前年比

人 口 14,583 人 - 21 - 115

男 性 6,782 人 - 16 - 86

女 性 7,801 人 - ５ - 29

世帯数 5,983 戸 - ５ - １

○ 納税には便利な口座振替もご利用でき

ます。詳しくは、住民課 収納係（☎ 65・

1076）までお気軽にどうぞ。

≫ ５月

 ㈲  福 岡 設 備 ☎ 65・1035

 山 倉 建 設 ㈱ ☎ 42・1615

人
権
・
同
和
問
題
の

啓
発
標
語
代
表
作
品

愛
言
葉　

そ
れ
は
身
近
な

と
こ
に
あ
る

桂
川
小
６
年　

坂
本　

玲
さ
ん

佳　
作

 ≫ 固定資産税 第１期分

≫ ４月

 谷 口 住 設 ☎ 65・3253

 ㈱ 草 場 ☎ 72・0122

桂川町社会福祉協議会　☎６５・２２７１

４００ml 献血のお願い
～輸血を支えているのは善意の献血です～

　病気や事故の治療に使われる血液は、献血に

よってまかなわれています。献血者が減少する

傾向にある近年ですが、その善意がなければ、

日本の医療そのものが成り立たなくなってし

まうと言っても過言ではありません。

　皆様の無償の献血が、貴い命を救います。

４月 23 日

午前の部　10 時～ 12 時 30 分

午後の部　13 時 30 分～ 15 時 30 分

総合福祉センター「ひまわりの里」

男女ともに 18 ～ 69 歳で体重 50kg 以上

の方。

※ ただし、65 ～ 69 歳の方は過去 64 歳まで

に献血経験が必要です。また、女性の方で１

年以内に 400ml ×２回の献血にご協力いただ

いた方は、今回献血することができません

※ 献血当日は、ご本人を確認できる証明書（運

転免許証・健康保険証・学生証等）をご持参

ください。

Ａ Ｂ

Ｏ AB

献

血

水
●　期日

●　時間

●　場所

●　対象

●　問合先

11 頁	平 20. 広報けいせん ４月	

町政トピックス

 人のうごき（平成 20 年２月末現在）

 水道修繕当番（水は大切に）

 納税のお知らせ（４月の納税期限）



古代くん情報局
王塚装飾古墳のマスコットキャラクター　古代くん

来
て
見
て
体
感
！

王
塚
古
墳
「
春
の
特
別
公
開
」

　　◆ 社会教育課 文化財振興係 催　し

　　◆ 産業振興課　農林振興係 農　業

期　間　
平成 20 年４月１日～平成 23 年３月 31 日

内　容（10a（１反）あたり）

田：１２，０００円　　　畑 ：３，０００円

問合先　産業振興課 農林振興係
　☎６５・１０７６

　　◆ 社会教育課　社会体育係 募　集

日　

時　

５
月
11
日
（
日
）

　

９
時
受
付 

９
時
30
分
開
会

場　

所　

全
天
候
型
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

参
加
費　

無
料

問
合
先　

総
合
体
育
館

　

☎
６
５
・
５
１
４
５

　

こ
の
特
別
公
開
に
あ
わ
せ
「
春
の
イ

ベ
ン
ト
」（
雨
天
中
止
）
を
開
催
し
ま
す
。

王
塚
太
鼓
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
夢
・

人
・
未
来
塾
に
よ
る
「
手
作
り
遊
び
」

な
ど
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

王
塚
装
飾
古
墳
館

　

☎
６
５
・
２
９
０
０

王塚古墳は６世紀に造られた前方後円
墳で、全国に多数ある装飾古墳の中で
も超一級の装飾古墳です。

 

公
開
日

 

４
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

 

９
時
30
分
～
16
時(

現
地
受
付)

桂
川
町
農
業
委
員
会
よ
り

桂
川
町
標
準
小
作
料
が
決
定

み
ん
な
、

遊
び
に

き
て
ね
ー

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
い
か
が

ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
も
う

優　勝 準優勝 三　位
男子シングルス 田中　　朗（鞍手町） 岸　　司史（桂川町） 鎌田　俊浩（桂川町） 間崎　操生（宇部市）

女子シングルス 尾篭真由美（嘉麻市） 興梠由美子（桂川町） 井桁由美子（嘉麻市） 生田　直美（嘉麻市）

混合ダブルス
迎田　　進（桂川町）

生田　直美（嘉麻市）

福田　一彦（嘉麻市）

田中　絹枝（桂川町）

森内　一男（桂川町）

鎌田　寿子（桂川町）

岸　　司史（桂川町）

村上エミ子（嘉麻市）

報　告　　◆ 社会教育課　社会体育係（総合体育館）

熱戦でした　　桂川町ラージボール卓球大会 結果報告　　　３月９日開催
敬称略

平 20. 広報けいせん ４月	12 頁



募　集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
京
都
府
長

岡
京
市
で
開
発
さ
れ
た
種
目
で
、
３
人
対
３
人

で
行
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

初
心
者
で
も
楽
し
め
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時
５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
第
２
・
第
４
月

曜
日
（
但
し
、
祝
日
は
除
く
）

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場　

所　

桂
川
町
総
合
体
育
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

参
加
費　

無
料

問
合
先　

総
合
体
育
館　

☎
６
５
・
５
１
４
５

　　◆ 健康福祉課　健康づくり係 健　康

　

大
学
や
高
校
な
ど
、各
地
で
麻
し
ん
（
は
し
か
）

が
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
中
学
校
1
年
生
（
平
成
7
年

4
月
2
日
～
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）・
高

校
3
年
生
（
平
成
2
年
4
月
2
日
～
平
成
3
年

4
月
1
日
生
ま
れ
）
に
は
定
期
の
予
防
接
種
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
該
当
者
に
は
、
４
月
上
旬
に
個
人

通
知
を
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
個
人
通
知
に
同
封
さ
れ
た
案
内

文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

　

☎
６
５
・
０
０
０
１

　　◆ 社会教育課　社会体育係 募　集

　

若
い
方
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
手
軽
に
で

き
る
健
康
体
操
教
室
で
す
。

日　

時　

４
月
11
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
の
週

１
回
（
曜
日
は
広
報
誌
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）　

13
時
50
分
～
15
時

場　

所　

桂
川
町
総
合
体
育
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
女
性

参
加
費　

１
０
０
円

問
合
先　

総
合
体
育
館　

☎
６
５
・
５
１
４
５

　　◆ 社会教育課　図書館係 募　集

　

町
立
図
書
館
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
規
に
“
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
”
を
開
催
し
ま
す
。（
８
月
開
始
予
定
） 

　

こ
の
事
業
は
、「
乳
児
健
診
」
時
に
、赤
ち
ゃ
ん
（
４

カ
月
対
象
）
と
保
護
者
に
絵
本
等
を
手
渡
し
な
が
ら
、

絵
本
を
中
に
し
て
親
と
子
が
愛
情
を
交
わ
す
幸
せ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。

　

そ
こ
で
、
図
書
館
職
員
と
一
緒
に
お
手
伝
い
を
し

て
く
だ
さ
る「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集
し
ま
す
。

　

初
心
者
歓
迎
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
も
な
仕
事 　

①
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
時
の
絵
本
の
手

渡
し
や
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
等　

②
そ
の
他
図
書

館
行
事
の
お
手
伝
い

申
込
・
問
合
先　

町
立
図
書
館　

☎
６
５
・
４
９
４
６ 

ご
注
意
く
だ
さ
い

麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行
し
て
い
ま
す

健
康
は
み
ん
な
の
願
い

健
康
体
操
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　　◆ 社会教育課　社会体育係

初
め
て
の
方
も
安
心

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

図
書
館
行
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か

適切な食生活は健康づくりの第一歩

食 生 活 改 善 推 進 員 養 成 講 座

　“健康づくり”に関心のある皆さん。と

もに勉強し、食生活改善推進員となって、

元気で活力のある健康な町づくりの輪を

広げませんか！

対象者　町内居住者で食生活改善に理解

があり、教室修了後も食生活改善推進

員として健康づくりのための地区組織

やボランティア活動を実践できる人

会　場　桂川町総合福祉センター　

内　容　講義及び調理実習等

費　用　1,050 円（テキスト代）

申込締切　４月 25 日（金）　

日　程 内　容

５月２０日（火）
オリエンテーション

「健康日本２１」

６月　３日（火）
国民の健康状況と
生活習慣病予防

６月１３日（金） 食品衛生と食環境保全

７月　９日（水） 生活習慣病とは

７月１６日（水） 健康と栄養・食生活（１）

８月　５日（火） 健康づくりと運動・休養（１）

８月２７日（水） 健康づくりと運動・休養（２）

９月　４日（木） 健康と栄養・食生活（２）

９月２４日（水） 健康と栄養・食生活（３）

１０月８日（水）
グループワーク
これからの活動

問合先　健康福祉課　健康づくり係
　　　　　☎６５・０００１
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古代くん情報局 ２
　　◆住民課　住民年金係 お願い

　

最
近
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し
、

戸
籍
謄
本
等
の
請
求
を
し
た
り
、
虚
偽
の
届

出
を
す
る
と
い
っ
た
事
件
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
事
件
を
未
然
に
防
止
・
早
期

発
見
す
る
た
め
に
、
５
月
１
日
か
ら
戸
籍
謄

本
等
の
請
求
や
届
出
の
際
に
、
本
人
確
認
を

実
施
し
ま
す
。

　

戸
籍
謄
本
等
の
請
求
や
、
次
の
届
出
を
さ

れ
る
際
に
は
、
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　　◆ 健康福祉課　福祉係（総合福祉センター） 申　請

日 月 火 水 木 金 土
５ 月

7
14
21
28

2
9
16
23
30

6
13
20
27

4
11
18
25

5
12
19
26

3
10
17
24
31
31

1
8
15
22
29

日 月 火 水 木 金 土
４ 月
2
9
16
23
30

4
11
18
25

1
8
15
22
29

6
13
20
27

7
14
21
28

5
12
19
26

3
10
17
24
31

■
は
休
館
日
で
す
。

戸
籍
謄
本
な
ど
の
請
求
や
届
出
に
は

「
本
人
確
認
」
が
必
要
に
な
り
ま
す

戸籍の届
出の種類 本人確認の種類

婚 姻 届 運転免許証　パスポート　住民基本台帳

カードなど、官公署が発行した顔写真付

の証明書（これらの物がない場合は、健康

保険証や年金手帳などをお持ち下さい）

※ 上記の書類で本人確認ができなかった場
合には、届出の内容を後日、本人宛に郵送
でお知らせします。

離 婚 届

養子縁組届

養子離縁届

認 知 届

※ 請求者以外の方が窓口に来られる場合には、「委任状」も必要です。

問合先　住民課　住民年金係（☎６５・３３０１）

お
忘
れ
な
く
手
続
き
を

タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
赤
い
チ
ケ
ッ
ト
）
申
請
受
付

　

平
成
20
年
度
「
桂
川
町
重
度
心
身
障
害
者
タ

ク
シ
ー
利
用
券
」
の
申
請
・
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

４
月
１
日
（
火
）
～

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
閉
庁
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

持
参
品　

身
体
障
害
者
手
帳
（
療
育
手
帳
）、
印
鑑

問
合
先　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
６
５
・
０
０
０
１

タクシーチケットの交付要件

①

障害手帳

○ 視覚障害（１・２級）
○ 上肢障害（１級）
○ 下肢または体幹障害（１・２級）
○ 内部機能障害（１級）

療育手帳 A

※ 上記の要件のどれかに該当すること

② 非課税世帯

（注意）老人施設および身障施設に入所されている方は、申請
できません。

　　◆ 社会教育課　図書館係（桂川町立図書館） 図書館

図
書
館
だ
よ
り

「
春
の
お
は
な
し
会
」

日　

時　

４
月
19
日
（
土
）

　

14
時
～
15
時

受
付
場
所　

町
立
図
書
館

問
合
先　

町
立
図
書
館

　

☎
６
５
・
４
９
４
６

図
書
館
だ
よ
り 

２

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
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　　◆健康福祉課　高齢者女性係 お願い

　

65
歳
以
上
の
方
（
要
支
援
・
要
介
護
の
方
は

除
き
ま
す
）
に
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を

郵
送
し
ま
す
。

　

こ
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
は
介
護
予

防
事
業
の
対
象
者
の
把
握
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
の
改
正
に
伴
い
、
各
市
町
村
に

は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
を
防

い
だ
り
、
た
と
え
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
そ

れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
支
援
の
必
要
な

人
を
特
定
し
て
そ
の
生
活
改
善
を
支
援
し
て

い
く
介
護
予
防
事
業
が
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
お
手
元
に
届
い
た

方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
・
女
性
係

　

☎
６
５
・
０
０
０
１

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
流
れ

① 

４
月
に
65
歳
以
上
の
方
（
要
支
援
・
要
介

護
の
方
は
除
き
ま
す
）
に
、「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

② 

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
５
月
末
ま
で
に
同
封
の
返
信

用
封
筒
（
切
手
不
要
）
に
入
れ
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

③ 
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
回
答
結
果

か
ら
、
介
護
予
防
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

に
は
、
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の

内
容
に
よ
り
介
護
予
防
事
業
へ
の
お
誘
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
予
防
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

家
族
１
人
に
１
台
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
現
在
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
無
い
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　

　

桂
川
町
が
提
案
す
る
分
譲
宅
地
「
旭
ヶ
丘
団
地
」（
桂
川
町
天

道
区
内
）
な
ら
、
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
広
さ

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
先
着
順
で
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ホ
ー

ム
を
計
画
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

問
合
先　

企
画
財
政
課　

企
画
調
整
係　

☎
６
５
・
１
０
８
５

　　◆企画財政課　企画調整係 分　譲

建
築
条
件
な
し
の
好
条
件

「
旭
ケ
丘
団
地
」
好
評
分
譲
中

▲ こちらが「基本チェック
リスト」の調査用紙です。

旭ケ丘 ここが

イチ 押し

そ の

１

ＪＲ桂川駅まで 2.2km

福岡市まで快速で 28 分

そ の

２

建築条件なし

家はいつ建てても大丈夫

そ の

３

ひろびろの宅地面積

駐車場もゆったり整備
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平
成
20
年
４
月
か
ら

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
指
導

成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
特
定
健
康
診
査
（
特

定
健
診
）
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
前

段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の

状
態
に
あ
る
方
や
予
備
群
の
方
を
グ

ル
ー
プ
分
け
し
、
生
活
習
慣
改
善
の

た
め
の
指
導
（
特
定
保
健
指
導
）
を

行
い
ま
す
。

　

40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方
は
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
特

定
健
診
を
年
１
回
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課　

医
療
介
護

保
険
係
（
☎
６
５
・
１
０
９
７
）、

健
康
福
祉
課
（
旧
健
康
づ
く

り
課
）　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

６
５
・
０
０
０
１
）

平

こ
れ
ま
で
の
健
診
と
の
相
違
点

これまでの健診 平成 20 年度以降

法 律 老人保健法 高齢者の医療の確保に関する法律

実施主体 桂川町
（健康づくり課）

国保加入の方は桂川町国保で実施。
社会保険加入の方は社保で実施。

対象年齢 40 歳以上の方全員 40 歳以上 74 歳以下

健診名 基本健康診査 特定健康診査

※　７５歳以上の方は、福岡県後期高齢者医療広域連合で実施予定となります。

生活保護を受給されている４０歳以上の方は、健康福祉課で実施いたします。
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特
定
健
康
診
査

特
定
保
健
指
導

▼ 
特
定
健
診
の
対
象
と
な
る
方

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
が

対
象
で
す
。

○ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
桂
川
町
の
国
保
が
実
施
す

る
特
定
健
診
を
受
け
ま
す
。　

※ 

桂
川
町
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、

国
保
加
入
者
の
う
ち
、
特
定
健
康
診

査
の
実
施
年
度
中
に
40
歳
か
ら
74
歳

に
な
る
方
で
、
か
つ
当
該
実
施
年
度

に
一
年
間
を
通
じ
て
加
入
し
て
い
る

方
（
年
度
途
中
の
加
入
・
脱
退
等
異

動
が
な
い
者
）

○ 

社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
国
保

以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
健
診
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼ 

対
象
と
な
ら
な
い
方

妊
婦
、
長
期
入
院
者
、
海
外
在
住
者
等

▼ 

受
診
の
し
か
た

受
診
の
際
に
は
受
診
券
と
健
康
保
険
証

を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
に
記
載
し
て
あ
る
有
効
期
限
内

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ

① 

受
診
券
が
届
い
た
ら
（
受
診
券
と

健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　

↓

② 

特
定
健
診
（
指
定
の
医
療
機
関
な

ど
で
受
診
し
ま
す
。）

　
　
　
　

↓

③ 
判
定
・
結
果
通
知
（
生
活
習
慣
改

善
の
必
要
性
に
よ
り
４
段
階
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
ま
す
。）

　
　
　
　

↓

④ 

特
定
保
健
指
導
（
生
活
改
善
に
向

け
た
目
標
設
定
と
継
続
の
た
め
の
支
援

を
受
け
ま
す
。）

▼ 

受
診
料
金

受
診
券
に
明
記
さ
れ
て
い
る
料
金

を
健
診
受
診
医
療
機
関
等
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
の
受
診
の
し
か
た

▼ 

39
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
方

桂
川
町
国
民
健
康
保
険
で
実
施
す

る
集
団
健
診
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 

平
成
20
年
度
は
11
月
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

40
歳
か
ら
74
歳
の
方

① 

桂
川
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

方 

→ 

桂
川
町
国
民
健
康
保
険
が
実

施
す
る【
特
定
健
診
】を
受
け
ま
す
。

（
指
定
医
療
機
関
ま
た
は
集
団
健
診

で
受
診
）

② 

国
民
健
康
保
険
以
外
（
社
会
保
険
、

健
康
保
険
組
合
な
ど
）
に
加
入
の

方 

→ 

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
が

健
診
を
実
施
し
ま
す
。「
受
診
券
」

や
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

75
歳
以
上
の
方

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
、
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
等
）
で
内
服
治

療
し
て
い
る
方
を
除
き
、
指
定
医

療
機
関
等
で
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
ご
注
意
】

特
定
健
診
を
受
け
る
時
は
、「
受
診
券
」

と
「
健
康
保
険
証
」
が
必
要
で
す
。
忘

れ
た
場
合
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

が
ん
検
診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・

子
宮
）
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

桂
川
町
健
康
福
祉
課
（
旧
健
康
づ

く
り
課
）
が
実
施
し
ま
す
。

実
施
時
期
は
７
月
と
２
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

桂
川
町
国
民
健
康
保
険
で
は

ガ
ン
健
診
は
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童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

ら
５
年
以
上
経
過
し
た
人
等
（
３

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
は
、
児
童

が
３
歳
に
達
し
た
月
の
翌
月
か
ら
５
年
を
経
過

し
た
と
き
）
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
手
当
の

一
部
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

一
部
支
給
停
止
さ
れ
る
額
は
手
当
額
の
２
分

の
１
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
必
要
な
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

支
給
停
止
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
停
止
の
免
除
項
目
】

① 

就
業
し
て
い
る
。

② 
求
職
活
動
等
の
自
立
を
図
る
た
め
の
活
動

を
し
て
い
る
。

③ 

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
が
い
が
あ
る
。

④ 

負
傷
ま
た
は
疾
病
等
に
よ
り
就
業
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。

⑤ 

受
給
者
が
養
育
す
る
児
童
ま
た
は
親
族
が

障
が
い
、
負
傷
、
疾
病
、
要
介
護
状
態
等

に
あ
り
、
介
護
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
就

業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

※ 

該
当
者
に
は
個
別
に
「
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ
」
を
送
り
ま
す
。

児

平 成 2 0 年 ４ 月 か ら

児童扶養手当の
一部減額措置が行われます
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児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

　

手
当
は
、
次
の
よ
う
な
児
童
（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
、
障
が
い
児
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）
を

養
育
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

① 

父
母
が
婚
姻
（
事
実
婚
を
含
む
）
を
解
消

し
た
児
童
〔
離
婚
〕

② 

父
が
死
亡
し
た
児
童
〔
死
亡
〕

③ 

父
が
施
行
令
に
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の

状
態
（
年
金
の
障
が
い
等
級
１
級
程
度
）

に
あ
る
児
童
で
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
児
童
〔
父
障
が
い
〕

④ 

父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童
〔
拘
禁
〕

⑤ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

〔
未
婚
の
女
子
〕
な
ど

手
当
の
月
額

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
・
父
の
死
亡
な
ど
に

よ
っ
て
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
に
対
し
て
、
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

　

そ
の
目
的
は
、
母
子
世
帯
等
の
生

活
の
安
定
を
図
り
、
自
立
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　
　
　
　
（
☎
６
５
・
３
３
０
１
）

区　分 児童１人 児童２人

全部支給 ４１，７２０円 ４６，７２０円

一部支給
９，８５０円～

　４１，７１０円

１４，８５０円～

　４６，７１０円

※ 所得額に応じて全部支給と一部支給があります。

※ 定められた額以上の所得があるときは支給され
ません。

※ 児童が３人以上のときは、１人増えるごとに、
3，000 円が加算されます。
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暮
ら
し
の
情
報

対
象
者　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

又
は
離
婚
協
議
中
の
方

開
始
時
期　

4
月
１
日
（
火
）
～

電
話
受
付
場
所　

福
岡
県
母
子
家
庭

等　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１　

電
話
受
付
時
間　

9
時
～
16
時

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
母
子
家
庭
の
養
育
費
等
に

関
す
る
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

 

昼
の
相
談

　

時
間　

13
時
～
15
時

　

日
程　

4
月
２
日
（
水
）、
5
月

7
日
（
水
）、6
月
4
日
（
水
）

　

夜
の
相
談

　

時
間　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

　

日
程　

4
月
9
日
（
水
）、
4
月

23
日
（
水
）、5
月
14
日
（
水
）、

5
月
28
日
（
水
）、
6
月
11

日
（
水
）、
6
月
25
日
（
水
）

場　

所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
6

階
（
春
日
市
原
町
３-

１-

７
）

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

事
務
局

そ
の
他　

相
談
希
望
の
方
は
、
相

談
日
前
日
ま
で
に
福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
に
予
約
を
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
申
込
み
さ

れ
た
後
で
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
早
急
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。（
先
着
順
受
付
で
１
日

4
人
、
1
人
当
た
り
の
相
談
時

間
は
30
分
と
し
ま
す
。）

予
約
電
話
（
平
日
の
9
時
～
17
時
）

　

☎ 

０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２

　

き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
け
し

に
は
植
え
て
良
い
も
の
と
、
悪
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

▼
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以
上
に
な
る

▼
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て

お
り
毛
が
な
い　

▼
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生

え
て
い
る

▼
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
ま
わ

り
の
切
れ
込
み
が
浅
い　

な
ど

※　

こ
の
よ
う
な
特
徴
の
け

し
を
見
か
け
た
人
は
、
嘉
穂

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
☎

２
１
・
４
８
７
６
）、
ま
た
は
警
察

署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

４
月
９
日
（
水
）
14
時
～

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ

モ
ン
中
ホ
ー
ル

内　

容　

交
通
安
全
大
会
、
高
齢

者
の
交
通
安
全
教
室
、
音
楽
隊

演
奏
会

　

飯
塚
地
区
交
通
安
全
協
会
桂
川

支
部
で
は
、
期
間
中
に
様
々
な
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、４
月
10
日
（
木
）
は
、「
交

通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間　

４
月
６
日
（
日
）
～

４
月
15
日
（
火
）

運
動
の
重
点　

①
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

５
月
よ
り
自
販
機
で
の
た
ば

こ
購
入
に
、
専
用
の
IC
カ
ー
ド
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
発
行
手
数

料
、
年
会
費
は
無
料
。
詳
し
く
は
、

taspo

（
タ
ス
ポ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.taspo.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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養
育
費
の
電
話
相
談
を
開
始

福
岡
県
母
子
家
庭
等　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

暮らし の 情報

子
ど
も
の
養
育
費
等
に
関
す
る

法
律
相
談福

岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

き
れ
い
な
け
し
9

9

の
花
に
ご
用
心

嘉
穂
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

飯
塚
地
区
住
民
大
会
開
催

飯
塚
市
・
桂
川
町　

飯
塚
警
察
署
ほ
か

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

飯
塚
市
・
桂
川
町　

飯
塚
警
察
署
ほ
か

５
月
か
ら
成
人
認
識
機
能
付
き

た
ば
こ
自
販
機
に
変
わ
り
ま
す

福
岡
県



火災のお問合せは、☎２８・４１４１

Topics

労働保険料の「年度更新」
の手続きの時期です。

　労働保険（労災保険・雇

用保険）に加入している事

業主は、毎年、労働保険料

の「年度更新」手続きが必

要です。

　平成 20 年度は４月１日

から５月 20 日までの間に

手続きをお済ませ下さい。

　また、年度更新の手続き

には、インターネットもご

利用できます。

問合先　飯塚労働基準監督

署（☎２２・３２００）

Topics

○ 危険物取扱者試験

日　時　６月 15 日（日）

場　所　近畿大学

願書受付期間　４月 17 日

から５月２日

○ 受験準備講習会

日　時　５月 11 日（日）

場　所　飯塚地区消防本部

願書受付期間　４月 17 日

から５月９日

※ 受験願書、案内所及び試
験準備講習会申込書は、４
月 17 日ごろから飯塚地区
消防本部に準備しています。
問合先　飯塚地区消防本部

（☎２２・７６０７）

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の

方
の
た
め
の
就
業
支
援
「
パ
ソ
コ

ン
基
礎
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）」
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

期　

間　

６
月
17
日
（
火
）
～
６

月
27
日
（
金
）
の
平
日
夜
の
８

日
間
（
延
べ
24
時
間
）

開
催
地　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
３
‐
１
‐
７
）

定　

員　

20
名
（
書
類
選
考
、
定

員
オ
ー
バ
ー
の
場
合
抽
選
、
応

募
数
10
名
未
満
時
は
中
止
）

対　

象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

寡
婦
の
方

託　

児　

有
（
1
才
～
6
才
ま
で

の
就
学
前
の
こ
ど
も
）

受
講
料　

無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
約
３
、
０
０
０
円
程

度
自
己
負
担
）

締
切
日　

5
月
19
日
（
月
）
ま
で

※ 

講
習
会
以
外
に
も
就
職
に
関
す

る
相
談
、
養
育
費
相
談
、
法
律
相

談
等
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会　

母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
村
在
住

の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
（
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労

を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
面
談
は
対
象
者
が
居
住
さ

れ
て
い
る
町
村
役
場
で
実
施
い
た

し
ま
す
。

電
話
受
付
場
所　

福
岡
県
母
子
家
庭

等　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１　

開
催
日　

４
月
29
日
（
祝
日
）
受

付
７
時
（
ス
タ
ー
ト
８
時
30
分
）

場　

所　

新
飯
塚
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ

内　

容　

42.

１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
歩
い
て
完
歩
を
目
指
す
。

（
他
に
短
い
コ
ー
ス
有
り
）

申
込
方
法　

氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
て
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
５
・
７
６
７
７
）
で

お
申
込
下
さ
い
。

費　

用　

大
人
千
円
、
中
学
生

五
百
円
（
小
学
生
は
無
料
）

問
合
先　

嘉
麻
の
里　

夢
・
未
来

を
考
え
る
会

　

☎
０
９
０
・
３
７
３
３
・
０
０
７
７
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「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
」
講
習
会

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
支
援

福
岡
県
母
子
家
庭
等　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
ち
歩
き
大
会
」
参
加
者
募
集

嘉
麻
の
里　

夢
・
未
来
を
考
え
る
会



立つ鳥跡を濁さず　

桂川中学校で３月７日、恒例の愛校

作業が行われました。今年３月に卒

業した３年生は校舎の窓拭きなどを

担当。中学校でのいろんな出来事を

を思い出しながら、丁寧に校舎の清

掃に取り組んでいました。卒業して

もその思い出を大切にして下さいね。

鋳物などの勉強を頑張ります

タイから、セーボンバーン・ナッタ

ポンさん（写真右）とロートカンム

アン・ウッティチャイさん（写真左）

が、桂川町のエヌティ工業に鋳物な

どの研修のために訪れました。滞在

期間は３年。将来の夢は、タイの日

系企業で働くことだそうです。

春の日差しが注ぎ込む寿命公園

昨年「環境美化運動地区」宣言を行っ

た寿命区で３月８日、寿命公園内の

枝打ちなどの清掃活動が行われまし

た。寿命区ではこれらの清掃活動な

どで使用する肥料など全て、自分た

ちで購入しています。この日は約 25

名の参加者で、清掃が行われました。

桂川小学校・桂川中学校の児童 生徒による読書推進作品展

現在、桂川町立図書館には、桂川小学校・桂川中学校の児童 生徒たちが感じた

本の世界が溢れています。これは図書館の司書さんが毎年、学校に呼びかけて

いるもので、読書感想文だけでなく読書感想画など幅広い作品が展示されてい

ます。この読書作品展は４月末日まで、桂川町立図書館にて展示されています。

皆さんも子どもたちが感じた本の世界に、そっと訪れてみませんか。

「成人に対して“男の子”“女の子”というのもセクハラなんです」

男女共同参画社会の実現に向けた取り組みとして３月２日、総合福祉センター

「ひまわりの里」で第１回男女共同参画社会講演会が開催されました。講師の富

永桂子さんは、身近な事例から男女共同参画社会の先進国（北欧など）の様子

などをビデオを交えて説明。「元気な職場づくりは、元気な家庭づくりとなる」

と富永さんは、幅広い男女共同参画社会の素晴らしさを参加者に伝えました。

楽しく体力アップ　

近年、子どもたちの体力・運動能力

の低下が心配される中、桂川町体育

委員会が運動能力アップ教室（１月

19 日から３月 16 日までの計５回）

を開催。参加者は「体力テスト」や「親

子運動遊び」などを体験。一緒に体

力アップができて良かったですね。
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文化・芸術の広場
ピ
ン
ボ
ケ
会

写
真
サ
ー
ク
ル

短
歌
会

俳
句
会

カメラキヤノン　絞り F5.6　シャッターオート

「スラムの少年」
森田　雪

きよむ

 さん撮影

（
二
月
例
会
）

矢
野
京
子 

選

大
庭
土
筆 

選

着
付
け
し
て
や
り
つ
つ
気
づ
く
職
を
持
ち
家
事
こ
な
す
娘こ

の
身か
ら
だ体

の
細
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川
ミ
ヤ
子

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
畑は
た

に
あ
ふ
れ
し
濃
み
ど
り
に
し
ば
ら
く
立
て
り
散
歩
の
帰
り

下
原
ス
ミ
ヱ

夜
べ
よ
り
の
小
雪
を
さ
ま
り
冬
晴
れ
の
肌
さ
す
風
に
大
根
を
干
す

木
原
ト
シ
子

き
ら
き
ら
と
降
る
如き
さ
ら
ぎ月

の
陽
を
浴
び
て
「
キ
タ
ア
カ
リ
」
と
ふ
馬
鈴
薯
を
植
う

香
月　

昭
子

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
と
な
り
て
牛
ら
去
り
ゆ
き
ぬ
風
は
う
つ
ろ
な
牛
舎
吹
き
ぬ
く

神
㟢　

鈴
子

（
三
月
例
会
）

特　
選

亡ぼ
う
ふ父
訪と

ふ
寺じ
え
ん苑
の
水み
お
と音 

春は
る

隣
と
な
り	

花
田
ム
ツ
子

行
き
づ
り
の
茶ち
ゃ
ぼ
う房

の
魚ぎ
ょ
た
く拓

春は
る

隣
と
な
り	

森
本　

妙
子

神
主
の
放
つ
葦あ
し

の
矢
厄や
く

落
し	

野
上
マ
チ
子

本　
選

来こ

し
方か
た

の
七
十
九
個
の
年
の
豆	

藤
田　

昌
愁

悴か
じ
かみ

し
掌て

に
頂
か
ん
楽ら
く
ち
ゃ
わ
ん

茶
碗	

原
口　

孝
子

　淡いピンクに色づいた桜の花びらが、ヒラヒラと

飛び立つ。そう、この季節は旅立ちの時でもある。

そしてこの編集後記を書いている私も異動となった。

　私は、約２年という短い間での広報担当でした。

慣れない作業に悪戦苦闘しながら、この「広報けい

せん」を期限内に仕上げ、毎月発行することができ

ましたのは、紛れも無く、取材先でお世話になった

皆さんのお陰です。本当に感謝しています。

　これからは、新しい担当者が作成する「広報けい

せん」が、皆さんのお宅に届きます。どうぞこれま

で以上のご愛顧をよろしくお願いいたします。

眩い未来と希望に胸を膨らませ

静かな春雨が桂川中学校の体育館に降り注いだ３

月 14 日、桂川中学校では第 61 回卒業証書授与

式が行われました。卒業生の答辞では、体育祭や

クラブ活動、修学旅行などの想い出を紹介。多く

の人から受けた贈る言葉を胸に、約 120 人の卒

業生が巣立っていきました。

編集 後記＊
Editorial Postscript

会場に響く大地讃頌（だいちさんしょう）
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町
長
室
か
ら

CALENDAR

平成 20 年４月行事カレンダー

▽
新
年
度
に
想
う　

 

い
よ
い
よ
平
成
二
〇

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
年
度
の
課

題
は
、
い
か
に
財
政
を
安
定
化
し
、
福
祉
・

教
育
・
生
活
環
境
等
の
充
実
を
図
る
か
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
深

め
る
と
と
も
に
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
〇
年
度
を
大
切
な
節
目
の
年
と
位
置
付

け
、
誰
も
が
夢
や
希
望
が
語
り
合
え
る
町
に

な
る
よ
う
に
努
力
・
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
十
二
人
の
退
職
者　

三
月
末
で
役
場
を
退

職
さ
れ
た
職
員
は
、
定
年
五
人
、
勧
奨
七
人

の
十
二
人
で
す
。
長
い
人
は
四
〇
年
以
上
の

長
き
に
わ
た
り
、
町
職
員
一
筋
に
勤
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

私
も
同
じ
世
代
で
す
か
ら
、
時
の
情
勢
に

も
ま
れ
な
が
ら
の
職
場
人
生
が
あ
っ
た
と
推

察
で
き
ま
す
。
役
場
に
入
っ
た
こ
ろ
は
、
ま

だ
炭
鉱
閉
山
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い

て
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
や
旧
産

炭
地
か
ら
の
脱
却
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

古
い
庁
舎
で
仕
事
を
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

　

今
回
退
職
さ
れ
た
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
い

は
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
人
生
の
大
き

な
節
目
で
あ
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
「
余
生
」
な
ど
と
い
う

年
齢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を

し
っ
か
り
持
っ
て
、
元
気
な
旅
立
ち
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

≫

４月

≫

５月

５
日 

㈯

ミニミニお話会
　14:00 ～ 14:30  図書館

６
日 

㈰

当番医　あおやぎ内科クリニック
　☎ 72・3230（飯塚市大分）

２
日 

㈬

わんぱく教室
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

11
日 

㈮

ポリオ生ワクチン投与
　13:00 ～ 14:00( 受付） 総合福祉センター
健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

７
日 

㈪

母子健康手帳発行とお話
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

12
日 

㈯

ミニミニお話会
　14:00 ～ 14:30  図書館

「よみがえる吉隈鉱業所」展（～５月 25 日）
　9:00 ～ 16:30  コダイム王塚

13
日 

㈰

当番医　青山医院
　☎ 22・6328（飯塚市高田）

18
日 

㈮

３歳児健診
　13:30 ～ 14:30( 受付） 総合福祉センター
健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

19
日 

㈯

王塚古墳春の特別公開（～４月 20 日）
　9:30 ～ 16:00  王塚古墳
春のお話会
　14:00 ～ 15:00  図書館

20
日 

㈰

当番医　大田外科医院
　☎ 72・0003（飯塚市阿恵）

22
日 

㈫

乳児検診
　（受付は対象月齢により異なります）
　総合福祉センター

24
日 

㈭

ポリオ生ワクチン投与
　13:00 ～ 14:00( 受付） 総合福祉センター

25
日 

㈮

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館

26
日 
㈯

ふるさと講座
　13:30 ～ 15:30  コダイム王塚
ミニミニお話会
　14:00 ～ 14:30  図書館

27
日 

㈰

当番医　麻生耳鼻咽喉科医院
　☎ 28・1122（飯塚市堀池）

28
日 

㈪

ピヨピヨ教室
　10:30 ～ 11:30   総合福祉センター

29
日 

㈫

当番医　諫山医院
　☎ 65・0039（桂川町豆田）

１
日 

㈭

健康体操教室
　13:50 ～ 15:00  総合体育館
個別相談
　14:00 ～ 15:00　 総合福祉センター

３
日 

㈯　

憲
法
記
念
日

当番医　きはら内科消化器科
　☎ 20・9015（桂川町土師）
歯科当番医（9:00 ～ 12:00）
　山本歯科医院

　　☎ 22・1947　（飯塚市菰田西）
　浅田歯科医院

　　☎ 22・1460　（飯塚市南尾）

４
日 

㈰　

み
ど
り
の
日

当番医　大村内科医院
　☎ 65・0016（桂川町土師）
歯科当番医（9:00 ～ 12:00）
　横手歯科診療所

　　☎ 28・9869　（飯塚市鯰田）
　てしま歯科クリニック

　　☎ 42・6623　（嘉麻市平）

５
日 

㈪　

こ
ど
も
の
日

当番医　なかお胃腸科クリニック
　☎ 21・5755（飯塚市堀池）
歯科当番医（9:00 ～ 12:00）
　田中歯科医院

　　☎ 25・3355　（飯塚市鯰田）
　浅原歯科

　　☎ 25・6480　（飯塚市楽市）

６
日 

㈫　

振
替
休
日

当番医　清永整形外科医院
　☎ 22・3440（飯塚市堀池）
歯科当番医（9:00 ～ 12:00）
　青山歯科医院

　　☎ 26・2068　（飯塚市柏の森）
　あとの歯科医院

　　☎ 57・4355　（嘉麻市牛隈）

16
日 

㈬

健康相談
　13:30 ～ 14:30　 総合福祉センター

17
日 
㈭

個別相談
　14:00 ～ 15:00　 総合福祉センター

昭和の日

▲ 昨年の王塚古墳春の特別公開の様子

※　行事は変更になる場合があります。回覧板などでご確認ください。
※　在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。
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